
3.11 を忘れない 

昨年度もそうでしたが、卒業式が近づいてくると自分が過去に卒業させた教え子のことを思い出しま

す。西中に勤めてからは自分の教え子が、近くに勤めていたり、西中生の保護者であったりするのでな

おさらです。中学校でのエピソードを思い出し、懐かしく思うとともに、あのときもう少し私に経験や

指導力があれば違う人生を歩んだのかなと後悔することもあります。しかしその教え子が自分の子供を

立派に育て、保護者として義務教育の重責を果たしたこと。そしてその子供がこの西中を堂々と卒業し

ていくことは、長年教職に就いてきた私にとってこの上ない喜びです。 

                                                                  

 

                                                                                                                

 

校長 篠田 豊和 

『卒業』に想うこと 

今年度も残り一ヶ月となりました。３月１５日は卒業証書授

与式です。体育館の周りにある西中桜のつぼみも少しですか膨

らんでいました。春が確実に近づいています。 

卒業生の皆さん、皆さんは西中の良き伝統を引き継ぎ発展さ

せてくれました。特に朝会など集合した時の態度、体育大会や

校内音楽会など何事にも本気で真剣に取り組む姿、仲間を理解

し励ます優しさがとても印象に残っています。これらの行動を

支えているのは皆さん一人一人の心です。「認め合い、高め合い、支え合う」

心があるからです。そんな優しく強い心がある限り、２０年後「夢と理想を

掲げ、よりよい社会を創造する西中生」になってくれると信じています。 

卒業はゴールではありません。前を向き、来年度の自分にしっかりと襷を

渡してください。そして後輩には伝統ある西中

の襷を卒業式という舞台でしっかりと渡してほ

しいと思います。 

在校生の皆さん、伝統ある西中の襷を卒業生から

しっかり受け取るため、心を込めて卒業式に臨んで

ください。 

保護者の皆様、地域の皆様、卒業後の西中生への応援もよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中だより 
 認め合い高め合い支え合う学校で 

夢と理想を掲げ、よりよい社会を創造する西中生を育てます！ 

 

平成２９年３月号 

☎ 553-1434 

生徒数 420名 



 ３月７日の「３年生を送る会」 

に向けて、１，２年生が着々と準 

備を進めています。今年度は午前 

に芸術鑑賞会として「ムジカ・ト 

ウキョウ・サロンオーケストラ」 

の方をお招きし、演奏をしていた 

だきます。 

午後は在校生による手

作りのステージや思い出

のスライドで卒業生を楽

しませてくれます。 

午前の部は１０：４５

から、午後の部 

は１３：２５から行います。 

お時間があるようでしたら、 

保護者の皆様もぜひご参会くだ 

さい。在校生の保護者の方も 

大歓迎です。 

 今年度最後の定期テストが３年生は２月 

１６日，１７日に、１，２年生は２７日，２８

日に行われました。この１年間の集大成とな

ったでしょうか。返却後に復習をすることで、

来年度への学習につなげましょう。３年生も

高校での学習に生かしてください。 

 そして、３年生はいよいよ公立高校入試に

挑みます。これまでの成果を存分に発揮でき

るよう、万全な状態で臨んでください。西中の

職員・生徒一同で応援しています。 

 

 

２日（木） 公立高校入試（学力検査） 

３日（金） 公立高校入試（面接・実技） 

７日（火） 3 年生を送る会 

１０日（金） 公立高校合格発表 

１３日（月） 卒業式予行 

１５日（水） 第 32 回卒業証書授与式 

１６日（木） ふれあいデー 

１７日（金） 第 1,2 学年 学年末ＰＴＡ 

２４日（金） 修了式 

７日(金) 準備登校 (クラス発表) 

１０日(月) 入学式・始業式 

１３日(木)  県学力・学習状況調査 

１４日(金)  新入生歓迎会 

１８日(火)  全国学力・学習状況調査 

１９日(水) 2,3年ＰＴＡ 

２１日(金) 離任式 

２６日(水) 部活動本入部 

 ３月は締めくくりの月です。それと同時に１か月後には新しい目標に向かってスタートを切

ることになります。進学や就職をする３年生にとっても、進級する１，２年生にとっても、   

３月は新学期をスムーズに迎えるための準備の月です。例えば、飛行機が地面を飛び立つとき

に、助走がゆっくり過ぎたり、短すぎたりすると、上手く飛び立つことができません。それと

同じように、この３月で気を抜いてしまったり、楽をしてしまったりすると、新学期に良い  

スタートが切れなくなってしまいます。 

生活においても学習においてもこの１年間を振り返り、 

反省すべき課題を明らかにしてください。それをどのよう 

に新学期で克服するか改善策を考えることが、今すべき 

ことであると思います。 

 ３月をどう過ごすかで新学期の自分が決まります。２月 

の朝会で話があった「①姿勢」「②清掃」「③あいさつ」 

「④時間」をもう一度見直してみましょう。 


